
お礼のごあいさつ

東京にホームレス憲章(プロトコル)を！～ARCHが2020年に目指すもの～

　本日は「2019冬 東京ストリートカウント」にご参加いただき、誠にありがとうございました。寒い中、長
い時間にわたっての調査でしたので、かなり疲れておられるかと思います。少しの時間ですが、どうぞ温
まって体を休めてください。
　今晩のストリートカウントには募集人数を超える58名の方々が集まってくださいました。みなさんと一
緒に歩いた深夜の東京の風景は、私たちの活動の原点です。このお便りではARCHの活動やホームレス
状態を取りまく状況を紹介していますので、お時間のあるときにお読みください。
　最後にもう一度、みなさまに心より感謝申し上げます。またお会いできることを、ARCH一同楽しみにし
ております。

2020年、56年ぶりに東京にオリンピック・パラリンピックがやってきます。世界中から人々が集まる
この大規模イベント、過去のいくつかの開催都市では、都市の表面的な見栄えのために野宿状態
の人々が都市の外に移動させられるなど、華やかな大会の影で、社会的・経済的に弱い立場にあ
る人々がさらに周縁に追いやられる事態が起きました。

しかしオリパラは、私たちが都市としてホームレス問題に本気で取り組むチャンスでもあります。
実際に、オリパラを機に包摂的なホームレス政策を進めた都市が、過去の開催都市の中にもあり
ました。2000年大会が開かれたシドニーでは、「ホームレスの人々も他の市民と同じように公共空
間にいる権利を持つ」という原則を述べ、追い出しをしない姿勢を示すプロトコル（議定書）が行
政機関の間で結ばれました。これは今でもシドニーの都市で効力を持つ、オリパラのレガシーと
なっています。

さらに今、都市のあらゆるプレーヤーがそれぞれにできる形で共にホームレス問題に取り組むこ
とを呼びかける「ホームレス憲章」の創設が、イギリスのマンチェスター発で広がっています。マン
チェスターの憲章は、ホームレス経験を持つ人たち、支援ワーカー、議員、行政職員、聖職者、学者、
企業代表者らが一緒に創った文書で、都市がどんなビジョンに向かい、ホームレスの人たちの有
する権利を価値として大切にするのかを掲げています。また、その価値に賛同する都市のすべて
のプレーヤーに、ビジョンに向けた具体的なコミットメントを求め、集めています。

私たちARCHはこれらの力強い動きに学び、
2020年に東京のホームレス憲章を創設する
ことを目標に掲げます。追い出しの対象では
なく、ホームレス状態にある人たちもこの都
市に暮らす同じ市民であるという原則的価値
を大事にして、支えあったり学びあったりしな
がら、誰しもが不安定居住の問題に取り組む
都市が、ARCHの目指す「やさしい都市」です。
これから憲章創設の動きを展開していきます
ので、どうぞ共に歩んでください。

左：シドニーのプロトコル（2000年）
右：マンチェスターのホームレス憲章（2016年）
※ARCHウェブサイトRESEARCHのタブに掲載しています
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「路上脱出ガイド」
で検索

よくある質問＆回答コーナー

もっと知りたい・参加したい方へ

いわゆる野宿状態にある人たちについては、厚生労働省によるサンプル調査（2016）で、男性が9割以
上、60代が最も多い、などの結果が出ています。ただ、支援現場では30代前後の若い人の増加も指摘
されています。若い層はネットカフェ等と路上を行き来する人が多く、サンプル調査に反映されづらい
傾向にあります。
またホームレス状態とは本来、家のないネットカフェ滞在者や家出少年少女、DVから逃げて来た人、災
害避難者など、一時的な居所しかない不安定な居住状態全般のことを意味します。日本ではホームレ
スの人＝路上生活者という狭い定義が政策などで用いられているため、不安定居住の問題がどのくら
い広がっていて、どんな人たちが影響を受けているのか、その全貌は把握されていません。

路上やネットカフェで暮らす人たちの中には、派遣や日雇いの仕事、缶集めなどで収入を得ている人が
多くいます。でも日雇いの仕事がいつもあるわけではないですし、過酷な生活環境で健康を害せば、す
ぐに働けなくなってしまう不安定な状態です。収入が数日間途絶えれば、泊まる場所はもちろん食べる
ものを得るのも難しくなってきます。
いくつかの支援団体では、生活相談とセットで、野菜など健康的な食事をつくり皆で食べる「炊き出し」
を行っています。直接ホームレス状態からの脱却につながるわけではなくとも、目の前の命や健康を
つなぎ、人間関係を築いて相談を受けるきっかけにもなる大事な活動です。

ホームレスの人たちへの支援の仕組みを知りたい

ホームレスの人たちはどうやって暮らしているの？

どんな人たちがホームレスになっているの？

都区行政による「自立支援システム」は、働ける人は「就労自立」、働けない人は「生活保護」という考え
方を基本に組まれています。前者は主に就職して家が得られるまでを施設で支援し、後者は生活保護
を支給して、多くの場合は福祉・医療施設につないでいます。
ですが、その仕組みも限界を迎えています。「就労自立」をしたものの職場でうまくいかなくなり路上に
戻ってしまう人、ひどい施設に入れられ退所し二度と生活保護を受けたくないという人、生活保護を受
けて住宅に入れたけれど、やることも人とのつながりもなく孤立してしまう人など、さまざまなケースが
あります。「箱」と「お金」だけあればホームレス状態という不安定居住の問題が解決できるかというと、
そうではないことが現実として分かっています。

NPO法人ビッグイシュー基金などが制作した「路上脱出・生活SOSガイド（東京
23区編）」に、東京23区の民間支援団体一覧が紹介されています。炊き出しや夜
回り等の活動は一般参加が可能なものも多いので、 ご興味のある方はぜひ参
考にしてください（※参加者の募集・受入れ状況については、各団体のウェブサ
イト等を確認してください）

ARCHでは今後もオリパラに向け、年に2回、東京ストリートカウントを実施しま
す。また2020年にホームレス憲章（プロトコル）を創設する目標に向け、カンファ
レンスや勉強会、ワークショップなどを今後行っていきたいと考えています。都度
ご案内をお送りしますので、ぜひご参加いただければ幸いです。 「路上脱出ガイド」

で検索


